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1.本書は、民間開発事業にさきだって、平成22・23年度に福岡市教育委員会が発掘調査を実施した、比恵遺

跡群第121・124次調査の報告書である。

2.発掘調査および整理報告書の作成は、福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財第2課の下記担当者が実施した。

第121次調査（調査番号1016) : 松尾奈緒子

第124次調査（調査番号1107) : 戴富士寛

3.方位はすべて磁北であり、真北より6°50°西偏している。座標は、日本測地系（第E系）を用いている。

4.遺構は、溝をSD、土坑をSK、ピットをSP、性格不明遺構をsxと略号化して記述した。

5.本書に掲載した遺構・遺物の実測・製図・写真撮影は戒冨土・松尾・福薗美由紀・大庭友子が行った。

ただし、第14図6・7の実測は福岡市教育委員会古留秀敏氏によるものであり、氏のご教示を得た。

6.本書にかかわる遺物・記録等の全資料は、福岡市埋蔵文化財センターにおいて保管・公開される予定である。
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第1章比恵遺跡群の地理的・歴史的環境
比恵遺跡群は、福岡平野の中央部に位置し、北流する那珂川・御笠川に挟まれた洪積台地上に立

地する集落遺跡である（第1図）。御笠JIIと那珂川の聞には、 Aso4火砕流堆積物を基盤とする中位段

丘H面が那珂川町安徳から福岡市博多区博多駅南まで福岡平野を縦断するように南北に長く広がっ

ており、中小河川によって開析をうけた結果、多くの島状台地が形成され、弥生時代以来、福岡平

野の人々の生活の場となってきた。比恵遺跡群はこのような島状台地群の最北にあり、南側には那

珂遺跡群、五十川遺跡、井尻B遺跡、須玖・岡本遺跡群が展開し、比恵遺跡群を含めたこれらの遺跡

群は、福岡平野における中心的な集落遺跡として重要視されている。

比恵遺跡群は、周囲を沖積低地に固まれた南北約1000m、東西約900mの範囲に展開する南・西・北

の3つの島状台地から構成されており、第121・124次調査地点は、比恵遺跡群の北台地に位置する（第

2図）。 3つの島状台地は、南台地中央部が最も高く、西方・北方・東方の低位部に向かつて低く傾斜

する地形をなし、第121・124次調査地点のある北台地北端部では、南台地の最高所と比べるとその

比高差は約2m以上あったと推定されている。このような台地縁辺の地形を反映して、北台地には、

弥生時代前期中頃～中期初頭を中心とした、竪穴住居・貯蔵穴・貯木遺構などから構成される集落

域が広がっていたことが分かつている（第25・26・30・31・37・68・85・90・110・114・115次調査

など） 。その後、弥生時代中期後半になると、南台地や那珂遺跡群の遺構の消長と同様に、北台地

南部の高位部を中心に竪穴住居や溝状遺構、聾棺墓が展開することがわかっている（第4・110・90・

30次など）。また、古墳時代初頭～前期になると、北台地北部を中心に大小さまざまな規模の溝や

水溜遺構が広がる様相が確認されており（第4・26・31・94・114・115次調査など）、生産域として

の土地利用がなされていたと推測されている。

第1図周辺遺跡分布図（S=l/25,000) 
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調査作業： 相川｜春彦 石川｜洋子

佐々木華子（福岡大学）

村山巳代子

整理作業： 鶴岡靖子松下伊都子宮崎由美子吉盛泉渡遺宏代

上野照明内野信代 唐島栄子許斐託生

清水信也永田とみ子中村桂子演地静子

（五十音順・敬称略）

現地での発掘調査にあたっては、関係者のみなさま、地域のみなさまからご理解をいただくととも

に、多大なご協力を賜りました。ここに記して謝意を表します。
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1 

1 盛土および嫌苦L
2 近現代耕作土 灰褐色土 （少量の砂磯を含む）
3 灰褐色砂質土
4 白色～淡褐色粗砂（灰白色シルトを含む）
5 灰褐色砂十灰白色砂（鉄分の沈着がみられる）
5’8のブロックが集中する

4.3m a’ 

6 灰褐色砂質土 （ff音灰色シノレト・ 白色砂がブロック状に混じる）
7 暗灰色シルト （黄灰色シルト・ 白色砂を含む）
8 近世以前耕作土 暗褐色土（しまりが強く鉄分が沈着する）
9 暗灰色シルト （黄褐色粗砂・白色粗砂を含む）
9’粗砂を多く含む
※ は粗砂、．．．．．はシルトを示す

第9図 SX02・SD03平面図・断面図（S=l/40) －出土遺物実測図（S=l/2・1/3)
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のである。左側縁に使用痕跡とみられる微細剥離が残る。背面一面と主要剥離面に対し、側面の表面

風化が進み、三重パティナを呈する。新しい背面の剥離（a）は、同じ打点位置でありながらより小

さく先端が二股となる不整形なもので、打点位置が中軸からずれている。一方、古いパティナの剥離

(b・c）は右側面と背面の一部にのこっており、母岩分割面とみられるポジ面と一方向の端正な縦

長剥片剥離（b）と側縁からの石核調整剥離（c）が認められる。以上の点から想定すると、入念な

石核調整をへて打面単設で縦長剥片剥離をすすめた最初の石核が放棄され、相当期間後に再度打点を

ずらした縦長剥片の石核として再利用されたと考えられる。打点をずらした縦長剥片は今峠型ナイフ

形石器などの素材に利用されており、なんらかの関連が予測できる。 7も西北九州産の黒曜石を使用

した剥片である。基部をガジリで失っている。使用痕などの二次的剥離はみられない。背面には自然

面と先行する同一軸の剥片剥離痕がのこるが、中央の短い剥離は剥離面調整とも考えられる。

-12 -
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第17図杭出土状況実測図（1/40)

薦状のものは、溝Aにおける杭群の表面にのみ広がっている。また、横木は枝材を用い、長さlmを越える長

いものが目立つが、残存長40～50cm程度の短いものも多い。更に小枝程度の木材も多数含まれている。

「SD01Jの埋土をみると、粗砂と黒褐色シルト質土 灰細砂が主であることが分かる （図18）。明らかに水

の影響を受けた堆積を示しているのだが、「SD01Jの示す特徴一平面形態のいびつさや底面の凹凸ーはこれが水

路として機能していたのではないことを如実に示している。そこで、再びA区の大杭・横木・薦状有機物につい

て考えてみる。これら材料を使用した「士堤Jの存在はよく知られており、福岡市域でもいくつかの発掘事例

がある（山崎・荒牧編2006など）。「SD01」A・B区における大杭は「土堤」の部材として捉え、「SD01」は土堤

のような構造物の痕跡として考えることはできないだろうか。そうであれば、「SD01Jは溝（＝SD）という名称

はふさわしいものではない。大杭の状況をみれば、 「土堤」は南西側の高所（地山）部分に沿って、弧を描く

ように存在していたと考えることができる。
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「SD01Jは途中で、溝B、溝Cに分岐していることは述べた。溝A-Bが 「士堤jの痕跡であるならば、溝Cに

ついても何らかの解釈が必要となる。水利上の何らかの施設がこの部分もしくは周辺に存在した可能性は十分

あるが、担当者には良い考えが浮かばないため、ここでは「土堤」の改修が行われたものと解釈したい。つま

り、これには溝A Bと溝A Cを結ぶラインがあったと仮定するもので、時間的にはA CラインからA Bライ

ンへという変遷が想定できる。

これまで、 「SD01」の状況を述べ、これが「土堤」の痕跡である可能性を指摘した。更に詳しく、この 「土

堤」について検討してみたい。ところで 「SD01」の東側は比較的平坦な地山面がlm程続いた後、高さ20cm程

とごくわずかではあるが、地山の立ち上がりが認められることが分かる。 この立ち上がり部分は、わずかに弧

を描きながら、南東北西方向にのびているのだが、よくみるとその曲線は「土堤」 のA Cラインと等しいこ

とが分かる。 このことに注目し、東側の地山の立ち上がりを溝の掘方と考えるならば、 A Cラインの「土堤」

は、 土堤というよりもその反対側の溝掘方に巡らされた護岸と呼ぶべきであろう。 以上の検討から、調査区東

側における地山の立ち上がりと護岸A-Cラインにはさまれた空間を溝＝SD01と判断することにする。

SD01はわずかに弧を描きながら調査区中央を北西 南東方向にはしる溝で、幅1.8～2.0m、深さ0.2mを図る。

西側にのみ護岸を施し、それは後に改修（A-Bライン）された可能性がある。

文献 山崎龍雄・荒牧宏行編2006『下月隈C遺跡VI』福岡市埋蔵文化財調査報告書第881集福岡市教育委員会

SD02 （第16～18図）

調査区北西隅部で確認した溝で、調査区内にその一部が存在するのみである。これは当初、 「SD01Jの一部

と認識して調査をおこなっており、土層の断面観察（第四図）を確認して初めて、 その存在に気付いた。断面

を観察すれば少なくとも2回の掘り直しが行われている。内部には、 粗砂や、ンルト質土が堆積しており、 水路と

して機能していたのだろう。

A 

31 E二二二
24 白砂（洪水砂）
2，灰砂
2R 灰シルト質
27 灰粗砂
28 黒褐色シノレト質
29 粗砂
30 黒褐色シルト質
31 粗砂（杭痕） 1 粗砂（洪水砂）

2 オリープシノレト質
3 暗褐色シノレト質
4 黒褐色シノレト質
5 黒褐色シノレト質（灰細砂含む）
6 暗褐色シノレト質（灰細砂含む）
7 青灰砂
8 青灰シルト質

9 黒褐色シルト質（下部に砂吉む）
IO 育灰砂（粗砂含む）
IL 灰シノレト質（下部に砂宮む）
目 黒褐色細酔
日粗砂
14 灰師砂
15 灰粗砂
16 青灰シノレト質

17 灰砂
目黒禍色砂
19 粗砂
20 暗灰シルト
21 黒褐色シルト質（細砂含む）
22 粗砂
23 粗砂（杭痕）

4.0m 

B B' 

1 灰砂（洪水砂） 9 黒褐色シルト質（杭痕）
2 灰粗砂 10 黒褐色シルト質 ・ は杭
3 粗砂（シルト質土混じる） 11 灰砂（鉄分沈着） は砂
4 粗砂 12 灰砂
5 黒褐色vル ト質 13 黒褐色シルト質
6 灰砂 14 黒褐色シノレト質
7 灰細砂（シノレト質士混じる） 15 黒褐色＂／Jレト質
8 粗砂（杭痕）。 1m 

第四図土層図 （1/40)
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図版1

1 調査区全景 （北東から）

2 北トレンチ拡張部（南西から）

3 低位部南トレンチ （西から）

4 北トレンチ （北東から）



図版2

1 SD01土層（西から） 2 SX07 （北東から）

3 SX02・SD03（北東から） 4 SX02 （北東から）

5 SD13・24（北西から） 6 北トレンチ南壁土層（北から）

7 北トレンチ南東壁土層東端（北西から） 8 北トレンチ南東壁土層 西端（北西から）



図版3

（東から）

（北東から）

（北から）



図版4

杭等検出状況1 （南から）

杭等検出状況2 （北東から）

杭等検出状況3 （北から）



図版5

大杭出土状況1 （北東から）

大杭出土状況2 （南西から）

大杭出土状況3 （南から）



図版6

完掘（北西から）

土層 1 （北東から）

土層2 （北西から）
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